
〇微生物活性を用いて土壌を還元状態にすることで、有害な病害虫密度を低減させる土壌消毒方法。
〇土壌への易分解性有機物施用や灌水（湛水）、ポリフィルム被覆と組みわせることで消毒効果を高めることが出来る。

・持続可能な環境調和型農業への貢献： 化学農薬の低減（、塩類集積軽減効果）
・生産者に与える影響： 化学農薬被曝リスクや環境汚染の低減、有機物施用による土壌改良効果

土壌還元消毒①：技術概要

・土壌還元消毒

・太陽熱土壌消毒

・熱水土壌消毒

・蒸気土壌消毒

物
理
的
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土壌還元消毒とは？
・本手法は右図に分類されるように、
化学農薬を使用しない消毒方法（一定の温度が必要）

・多量の有機物施用および灌水を行うことで、
土壌中の微生物増殖および活性を高める

・上記作用により、土壌を急速に還元状態にし、
有害病害虫密度を低減させる

土壌還元消毒がもたらす効果とは？
・右図の品目や土壌病害に対し効果がある
・有機物施用による土壌改良効果

有機物例：米ぬか、フスマ、エタノール、糖蜜…など

・施用する有機物について、液体資材と
固形物資材があるが、前者の方がより
深層まで消毒可能

・薬剤抵抗性の発達の阻止や夏期高温期に
負担が大きい防除用防護装備が不要

参考資料：「低濃度エタノールを利用した土壌還元作用による土壌消毒マニュアル（農研機構）」



土壌還元消毒②：マニュアル紹介

https://www.naro.go.jp/public
ity_report/publication/pamph
let/tech-pamph/080354.html

土壌還元消毒の実践に向けて：
「低濃度エタノールを利用した土壌還元作用による土壌消毒マニュアル（第1.2版）」

のご活用を検討下さい。内 容：
土壌還元消毒の概要と効果
上手な活用方法と対象品目・病害
類似消毒方法との経済性比較 出典：農研機構

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/080354.html
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